
「第４回Digi田甲子園」の開催について

内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局



デジタル田園都市国家構想とは～どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会へ～



「第４回Digi田甲子園」の開催について＜ご応募ください！＞

チラシ

○ デジタルの力で地域などの課題を解決する取組を幅広く募集し、特に優れたものを内閣総理大臣賞として表彰す
る 『Digi田 （デジでん）甲子園』を、令和４年度より毎年開催。

募集期間

募集取組

令和６年８月30日(金)～10月27日(日)

デジタルの活用により、地域の個別課題を実際に解決し、
住民の暮らしの利便性と豊かさの向上や、地域の産業振興
につながっているもの

応募方法 取組の紹介動画・サムネイルを専用サイトより提出してください。
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地方公共団体、民間企業・団体など様々な主体

表彰式の様子（於:首相官邸)

募集対象



「第４回Digi田甲子園」の開催について＜ご応募ください！＞

○実装が数年前の取組になるのだが、応募可能か。
→応募可能です。
○デジタル田園都市国家構想推進交付金を活用した取組も募集の対象になるか。
→当該交付金を活用した取組も募集対象となります。ご応募をお待ちしております。
○すでに○○大臣賞等を受賞しているが、応募可能か。
→応募可能ですので、ご応募をお待ちしております。
○特定の事業エリアを持っていない、または直接地域や住民とつながらない取組でも、応募可能か。
→応募可能です。業界の生産性向上や、消費行動の変革などにより、間接的に各地域や住民の豊かさ・利便性を
向上させるような取組も多数応募いただいています。
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スケジュール（予定）
R6/8-9月 10月 11月 12月 R7/1月 2月 3月

表
彰
式

予選
（書類選考期間）

本選
（インターネット投票/審査委員審査） 審

査
委
員
会

（
受
賞
者
決
定
）

本
選
出
場
者
発
表

投
票
結
果
発
表

事務局による
書類整理等
【10月下旬～
11月上旬】

受
賞
者
発
表

インターネット
投票/審査委
員審査

本選出場者への
追加ヒアリング
【12月中】

審査委員会
での選考
【11月中】

応募受付
（8月30日～10月27日）

よくあるご質問



「第４回Digi田甲子園」の開催について＜ご応募ください！＞
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取組の具体的な分野イメージ



「第４回Digi田甲子園」の開催について＜ご応募ください！＞
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取組を紹介する動画・サムネイルの作り方
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産学官民連携による観光DX

〜高山市におけるデータの地産地消〜

応募者 国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大
学 安田・遠藤・浦田研究室 応募年度 令和４年冬（第２回）

連携団体等 高山市・ＮＥＣソリューションイノベータ 応募部門 （民間企業・団体部門）

取組分野 観光・文化・娯楽分野 表彰状況 本選出場、ベスト８

目的（効果）
高山市・ＮＥＣソリューションイノベータと令和2年に産学官連携協定を締結し、観光DXへ向けたAIカメラによる
データ収集を開始。市や地元事業者との連携によってデータ分析に基づく施策検討を行う等、“データの地産地消”
を実践。

事業概要

・来訪者を計測するため、AI顔認識カメラおよび通行量計測カメラを観光
エリアに14台設置。
・2020年より継続的に来訪者数のデータを収集し、市のHPでオープンデー
タとして公開。
・2021年と2022年に地元事業者向け「ICTを活用したまちづくりのための
ワークショップ」を開催。
・飲食店付近の人流分析に基づく、店舗閉店時間最適化による売上向
上への貢献。
・AIを用いた入込観光客予測の研究および実証実験。
・高山市公認「飛騨高山散策Webマップ（混雑状況可視化等）」の一
般公開・運用。

成果
・飛騨高山散策Webマップの利用実績は、2020年10月5日〜12月14
日現在で3,202人（アクセス数は6,929回）
・飲食店において毎週土曜日の閉店時間を30分延長することで、平均＋
7％(最大＋27%）の売上増加 等

関連
URL

https://mdg.si.i.nagoya-
u.ac.jp/~urata/
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漁業者の夢を叶えた宇和海海況情報サービス『You see U-Sea』

応募者 宇和海水温情報運営管理協議会 応募年度 令和４年冬（第２回）

連携団体等
愛媛県漁業協同組合、宇和海漁業協議会、愛媛県
魚類養殖協議会、愛媛県真珠養殖漁業協議会、愛
媛県真珠貝養殖漁業協議会、伊方町、八幡浜市、
西予市、宇和島市、愛南町、愛媛大学、愛媛県

応募部門 （民間企業・団体部門）

取組分野 農林水産分野 表彰状況 本選出場

目的（効果）
深度も含めた空間的広がりにおける海水温の常時リアルタイム情報を漁業者に提供する仕組みの構築を目指し、
観測センサー開発から、センサネットワークの構築、データ変換を含むデータ集約蓄積サーバの構築、利用者視点の
情報可視化表示を実現。

事業概要

・多深度海水温観測装置とそのランニングコストの低価格化（1/5以下）
南北約65kmにわたるセンサーネットワークの構築
・既存の観測装置からの情報を変換し、独自開発観測装置の情報と共に集約する
データ集積サーバの構築
・海水温や溶存酸素量等の環境情報の毎時観測の実現と即時公開の実現
・漁業者に分かりやすい海水温多深度時系列変化表示
・海水温三次元分布アニメーションの実現
（工夫した点）
学術的な研究に留まらず、情報通信技術（ICT）を用いたシステム開発・実装を行え
る研究者が、水産の現場に足を運び、海洋物理や水産学の研究者のみならず、水産
業の人々との会話の中から、課題を見いだし、その課題を解決する方法を考案、実現し
たことが、現場で評価される成果をもたらした。

成果
・多深度海水温観測装置の価格：150万円以上→30万円以下
・海水温の漁業者への提供時間：数日単位の事後提供→毎時更新か
つ測定後数秒 等

関連
URL

https://www.ehime-
u.ac.jp/20220920_eng/
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